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事務事業実績報告シート

40 ~

１　事務事業の基本情報

２　事業の活動実績

３　活動実績の推移に関する分析及び今後の⾒込み

令和３年度

事務事業名 議員活動経費 事業期間 昭和 年度
担当部署・係名 議会総務課　総務係 担当課⻑名 倉持　直幸

基本事業 議員活動への支援

事業概要・目的 　議会基本条例に基づき、議員が市⺠の代表者として市⺠意識の市政への反映に努めるとともに、各種の視察や
調査により審査・法制能⼒を⾼め、公正、公平な審議を実施し、市政の発展及び⾏政運営の適正化を図る。

事業の対象者 佐賀市⺠、佐賀市議会議員

総合計画に
おける位置づけ

政策 効果的・効率的で信頼される⾏政経営が⾏われているまち    
施策 36適正かつ効率的な議会活動への支援

根拠法令等 地方自治法第89条、第91条、第100条

決算額の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

　　事業費総額 393,024
うち佐賀市の
負担額 393,024

活動実績① 単位

⼀般質問を⾏った議員の⽐率 ％

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

83

・⼀般質問を⾏った議員は、各定例会毎に約8割を超えており、⼀般質問という場を通して市⺠の声が市政に届けられている。引き
続き⾼い⽔準で推移する⾒込み。
・他市等視察調査については、R2年度はコロナ禍で計画していた視察が中⽌となるなど、⼤きく活動が制限された。議員の調査研究
や政策⽴案のモチベーションは引き続き⾼く、コロナ禍からの復興に呼応する形で、本実績は緩やかに増加していく⾒込みである。

各種委員会の他市等視察調査の実施回数 回

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

2

活動実績② 単位
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事務事業実績報告シート

40 ~

１　事務事業の基本情報

２　事業の活動実績

　
３　活動実績の推移に関する分析及び今後の⾒込み

令和３年度

事務事業名 議会運営事務 事業期間 昭和 年度
担当部署・係名 議会総務課　総務係 担当課⻑名 倉持　直幸

基本事業 議会活動への支援

事業概要・目的 　議決機関としての議会の機能が十分に発揮されるよう、本会議、常任委員会等の各種会議を適宜開催するとと
もに、その運営及びそれにかかる事務を効率的かつ円滑に実施し、市政の発展と適正な⾏政運営に資する。

事業の対象者 佐賀市議会議員

総合計画に
おける位置づけ

政策 効果的・効率的で信頼される⾏政経営が⾏われているまち    
施策 36適正かつ効率的な議会活動への支援

根拠法令等 地方自治法第89条、第138条

決算額の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

　　事業費総額 21,363
うち佐賀市の
負担額 21,363

活動実績① 単位

本会議、常任委員会の開催回数 回

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

122

・R2年度は、コロナ禍で未曾有の危機の中、議案審査等が滞りなく実施できるよう、⽇程にも⼯夫しながら本会議、委員会を開催し
た。今後も十分な審議ができるよう本会議、委員会を開催していく。
・引き続きペーパーレス化を含めICTの利活⽤を推進し、より効率的かつ強固な議会運営体制構築に努めていきたい。

本会議・委員会等が適正で効率的に運営されていると
思う議員の割合（議員アンケートから抽出） ％

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

100

活動実績② 単位
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事務事業進捗報告シート
24 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和３年度
事務事業名 佐賀市特産物広報事業 事業期間 平成

基本事業 議会活動への支援

事業概要・目的 　⾏政視察の訪問先に対して、市議会議員及び議会事務局職員が、本市の特産物を贈呈しその宣伝を⾏うこと
で、特産物についての知識と理解を広めて特産物宣伝の促進につなげる。

事業の対象者 市外在住者

年度
担当部署・係名 議会総務課　総務係 担当課⻑名 倉持　直幸

総合計画に
おける位置づけ

政策 効果的・効率的で信頼される⾏政経営が⾏われているまち    
施策 36適正かつ効率的な議会活動への支援

佐賀駅周辺整備調査特別委員会⾏政視察時（広島市・姫路市）及び⽂教福祉委員会⾏政視察時（宮崎
市）に特産品「焼印丸房露」を持参し、ＰＲ活動を⾏った。R２年度

主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額 10

　　事業総額 10

成果指標① 単位

特産品贈呈件数 件

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

3
10 10 10 10

成果指標② 単位

特産品に深く興味を示された件数 件

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載

成果目標達成に向けた対応策等

・議員や職員それぞれが、佐賀市の広報担当であるとの意識を持って特産品のPRができるよう、持参する特産品についての知識を深
めるよう努める。
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事務事業実績報告シート

25 ~

１　事務事業の基本情報

２　事業の活動実績

３　活動実績の推移に関する分析及び今後の⾒込み

令和３年度

事務事業名 政務活動費補助事業 事業期間 平成 年度
担当部署・係名 議会総務課　総務係 担当課⻑名 倉持　直幸

基本事業 議員活動への支援

事業概要・目的 　佐賀市議会議員の政務調査活動に資するため必要な経費（研究研修費・調査旅費・資料購⼊費等）の⼀
部として、会派に対し、所属議員1人あたり月額5万円を乗じて得た額を交付する。

事業の対象者 佐賀市議会議員

総合計画に
おける位置づけ

政策 効果的・効率的で信頼される⾏政経営が⾏われているまち    
施策 36適正かつ効率的な議会活動への支援

根拠法令等 地方自治法第100条第13項、第14項、佐賀市議会政務調査費の交付に関する条例

決算額の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

　　事業費総額 16,390
うち佐賀市の
負担額 16,390

活動実績① 単位

政務活動費使⽤による視察・セミナー等への延べ参加
人数 人

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

44

・他市への視察調査やセミナー等への参加については、R2年度はコロナ禍により、⼤きく活動が制限された。議員の調査研究や政策
⽴案のモチベーションは引き続き⾼く、コロナ禍からの復興に呼応する形で、本実績は緩やかに増加していく⾒込みである。
・議会の議員活動を支援する環境は整っている。今後も政務活動費の使途基準等の⾒直しを常に検討し、効果的な運⽤を図る。

各種の支援によって、円滑な議会活動が⾏われていると
感じている議員の割合 ％

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

92.9

活動実績② 単位
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事務事業進捗報告シート
40 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和３年度
事務事業名 議会広報事業 事業期間 昭和

基本事業 議会広報広聴への支援

事業概要・目的 　市⺠の声を市政に反映するとともに、市⺠に代わり市政をチェックする議会の活動を、多くの情報媒体（紙⾯、イ
ンターネット、TV等）により、わかりやすく市⺠に伝え、開かれた議会を目指す。

事業の対象者 佐賀市⺠、市内に住所を有する視覚障害者、市内に住所を有する聴覚障害者

年度
担当部署・係名 議会総務課　議事係 担当課⻑名 倉持　直幸

総合計画に
おける位置づけ

政策 効果的・効率的で信頼される⾏政経営が⾏われているまち    
施策 36適正かつ効率的な議会活動への支援

・ホームページでの議会情報の発信
・定例市議会のインターネット動画配信
・市議会だより発⾏（４回）
・点字版市議会だより発⾏（４回）
・声の市議会だより発⾏（４回）

R２年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額 11,281

　　事業総額 11,992

成果指標① 単位

議会情報がわかりやすく伝えられていると感じている人の割合 ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

37.5
45 45 45 45

成果指標② 単位
各種の支援によって、円滑な議会活動が⾏われていると感じている議員の割合 ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載

成果目標達成に向けた対応策等

・議会情報の広報については、議会広報公聴委員会において常に改善策を検討しており、今後もより開かれた議会を目指して、広く
等しく市⺠に伝えるよう努めていく。
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